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「祈りとは、ゆだねる力」 

                森島 牧人 牧師 

 

礼拝をはじめとして、キ

リスト者の集まりに参加

すると、かならず祈りの時

があります。一日のはじめ

に祈り、一日の終わりにも

また祈ります。また会議に

おいても祈祷で始まり、祈祷で閉じられます。

さて、私たちにとって、祈りとは一体何なので

しょうか。祈りには何の効果があるのでしょう

か。 

 問いで言われているとおり、キリスト者の生

活は、祈りに始まり祈りに至る（終わるではな

い）と言えます。またその意味からすれば、祈

りとは、感謝に始まって感謝に至る、キリスト

者の生活のすべてであると言えましょう。 

日本の風土の中では、御利益という言葉があ

るように、祈りは、まずその効果の面から計ら

れてきました。しかし、祈りとは本来、効果を

求めてするものではありません。内村鑑三が、

「聴かれざる祈祷」という一文で教えているよ

うに、人間の願うところが必ずしも起こらず、

失望と祈祷の力を疑うような危機的局面、つま

り「祈りは聴かれなかった」という事実と「聴

かれない祈祷もある」という現実を知ることは、

私たち人間にとって大切なことでもあるから

です。 

旧約聖書に出てくるヨブは、すべてを神に委

ねて生きた人でしたが、その彼も神の御心が分

からなくなったときがありました。その時彼は、

徹底的に神に問い、神と語ろうとしました。こ

のヨブの姿勢の中に、祈りの真実の姿が示され

ていると思います。先の内村鑑三の言葉にある

ように、人は悩みの中ではじめて、祈るべき方、

一切を委ねるべき方に一切を委ねることを、学

ぶからです。 

私の友人である神父が、「幸せは、あなたが数

えられるだけ、あなたにあります」と語ってい

たのを思い出します。私たちの周りに起こるす

べてのことを幸いと考えるのは難しいかもし

れません。ついつい愚痴を言い、災いの数を数

えて、ため息をついているのが、私たち人間だ

からです。しかし、少なくとも私たちが口に出

して数えることの出来たその神の恵みは、確実

にその数だけ私たちの上にあるのです。そして
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同時にそれは、私たちの感謝の数であり、祈り

の言葉、私たちの生きる勇気、私たちのゆだね

る（信仰の）力に他なりません。 

ですから私たちは、「災い」でなく「幸い」を

数えましょう。「愚痴」でなく「感謝」をその唇

に表しましょう。そうすると、あの暗い「ため

息」は、喜びの「ため息」に変えられるのです。

「失望」が「希望」に変わるのです。神の恵み

は常に、絶対値で表されるからです。もちろん

祈りに上手下手などありません。 
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「オレンジ色の小鳥が！」 

                          西山 律子 

 

 びっくり‼ えっ‼ オレンジ色の小鳥が

巣をつくりました。窓の外の南天の枝の中

に。多分ジョービタキだと思います。 

 それでジョージとタキという名前を付けま

した。はじめジョージは

３時間くらい卵をあたた

めて、その間にタキは食

餌に出かけます。つぎに

タキが卵をあたためま

す。その間に、ジョージ

が食餌と休憩に出かけます。 

 ２～３週間経ったと

き、タキとジョージは３

０分毎に交互に虫を採っ

て来ます。 

 巣の中に小さなひな

が、口をパクパクさせて

いるのが見えました。 

 ある日の夕方ジョージとタキは巣の近くの

梅の木の枝で、寄り添って語り合っていま

す。「よかったね。うちの子が大きくなって。

大変だったけど。うれしいねー。ありがとう

タキ。ありがとうジョージ。」と言っている様

でした。 

 それから神さまに、ピーピー賛美していま

した。次の日半日私たちが留守にして帰宅し

た時は、もういませんでした。 

 神さまのみ守りの中で子育てが終ったので

す。ちょっと淋しいけれど、ジョージとタ

キ、ひなの旅立ちです。一カ月前、窓の側に

南天の枝の葉陰に、雨風外敵から守られた所

に、枯葉で上手に巣を作っていました。 

 卵をあたためる時は交替で、２時間も３時

間も、飲まず食べずに。ひ

なになったら今度は 30 分

おきに、新鮮な虫を採って

来て、ひなに与えます。ひ

なが大きくなり自分で食べていけるようにな

ったら、巣を離れ、親子三羽で涼しい森に帰

って行きました。 

 「おめでとうタキ」「おめでとうジョージ」 

ハレルヤ‼ 主を賛美します‼ 

 

 

 

「出会いに感謝して」 

                           高井 幾世 

 昨年はコロナ禍に乳がんと緑内障の手術の

ため３度入退院を繰り返しましたが、主は治療

の道を備えてくださり、多くの方々に助けてい

ただき祈っていただきました。神様が与えてく

ださった様々な出会いに支えられ今生かされ

ていることを感謝します。目の手術で入院中も

同室の方（Ｍさん）にとてもお世話になり、彼

女の姿を通して人とのつながりの大切さを改 

めて感じました。 

Ｍさんは整形外科の手術を受けられた後退

院が２か月も延び、やっと車椅子に乗れるよう

になったばかりで移動が大変そうでした。それ

でも入院初日の不安な面持ちの私に優しくき

れいな声で話かけてくださり、病室の色々なル

ールやこれまで同室だった目の手術をされた
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方達のご様子なども聞かせてくださり励まし

てくれました。翌日手術を受けて目が見えにく

い私を気遣って時間を教えてくれたり、テレビ

のニュースの内容なども伝えてくれたりしま

した。明るく前向きな方で思いやりと心の美し

さがそのきれいな声に表れているようでした。

魅力的な人というのは人を引きつけるのか、同

室の他の方たちだけでなくお医者さんや看護

師さん、スタッフの方達とも、また廊下では別

のお部屋の方達とも（マスク着用、ソーシャル

ディスタンスを保ちつつ）短いながら親しくお

話をされていました。その何気ない会話が私の

心にも安らぎを与えてくれたのを思い出しま

す。入院中の方は皆それぞれに痛みや不安を抱

えつつ過ごしています。医療従事者の方々もコ

ロナ下でご苦労が多い日々であると思います

が、不思議とＭさんの周りはさわやかな風が吹

いているようで皆笑顔なのです。私もその一人

でした。 

Ｍさんがクリスチャンかどうかはわかりま

せんでしたが、心豊かな人は見ず知らずの人に

も慰めを与えてくれるということを彼女は

教えてくれました。コロナ禍で人と人との

関係が薄れ寂しさや喪失感も感じる今です

が、その中でも病床で出会ったＭさんのよ

うに笑顔や明るさを少しでも周りに届けら

れたらと思います。しかし生来消極的で臆

病な私は人との関わりがなかなか上手くでき

ません。しかも心が狭く小さなことでもイライ

ラしたりまたクヨクヨしたりでダメなところ

満載です。それでもなお「わたしの目にはあな

たは高価で尊い」と受け入れ赦し励ましてくだ

さる主に希望をいただき、心豊かな一歩を踏み

出せればと願います。今与えていただいている

命とこれまで出会ったすべての人に感謝して、

自分だけでなく周りの方々を大切に、そして神

様の恵みを共に分かち合えますようにと祈り

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松田姉より母が昔いただいた絵手紙で

す。よく母を励ましてくださいました。   

この絵手紙の言葉のように生きていきた

いと思う私です。 

松田姉には夫が病気のときや子供が小

さいときにも支えていただき感謝です。 
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「出エジプト記を読んで」 

                                           白根 義輝 

 昨年 6 月から 1 日 2 章ずつ旧約聖書を読み返

し始めてから約 1 年，塵も積もれば山となると

の諺通り，気が付けば 1,000 ページを超え，現

在は箴言を味わっています。今年の 4 月から，

新約聖書も 2 章ずつ読み始めました 

 創世記 41 章に，ヨセフがエジプトの王ファ

ラオの夢を解き明かした有名な記述がありま

す。その夢は，艶やかなよく肥えた 7 頭の雌牛

が，貧弱でとても醜い瘦せた 7 頭の雌牛に食い

尽くされてしまうものでした。また，とてもよ

く実の入った 7 つの穂を，瘦せ細り，実の入っ

ていない干からびた 7 つの穂が飲み込んだ夢で

した。大豊作の 7 年の後，国を滅ぼしてしまう

ほどの飢饉が 7 年間続くという意味でした。 

 それを聞いたファラオ王は，ヨセフをエジプ

トのナンバー２に命じ，来る飢饉に備える責任

者にしたのです。 

 ヨセフは，豊作の 7 年の間，エジプトの国中

の食糧をできるかぎり集めて蓄え，飢餓の 7 年

間に備え，エジプトは元より，ヨセフの家族が

住んでいたカナン地方の人々も救ったのです。 

 やがて，時が過ぎヨセフの功績も段々忘れら

れていき，ヨセフのことを知らない王がエジプ

トを支配するようになりました。 

 神様がヤコブに，あなたの子孫を繫栄させ，

数を増やすと祝福された通り，イスラエルの

人々が増え広がっていきました。 

 イスラエルの人々を恐怖に思った王様は，粘

土こねやれんが焼など過酷な重労働に課し，更

にヘブライ人として産まれた男の子はナイル

川に放り込むよう命令したのです。イエス様が

誕生された時，ヘロデ王が，ベツレヘムとその

周辺にいた 2 歳以下の男の子を全員殺させた記

事を思い出します。 

 そんな時に，モーセが誕生しました。かわい

かったので殺されずに済み，やがて成人しまし

た。 

 モーセは神の山ホレブで，イスラエルの人々

をエジプトから，広々とした乳と蜜の流れる土

地に導き出すよう召命を受けたのです。 

 しかし，モーセは神様に逆らい，自分は弁が

立たないのでほかの人を見つけてほしいと抵

抗しましたが，神様は雄弁な兄弟アロンの存在

を示され，二人のなすべきことを教えると言わ

れました。更に，イスラエルの人々を神様の民

とし，彼らの神となるとも言われたのです。 

 モーセとアロンは，エジプト王ファラオに，

イスラエルの人々を去らせるよう説得しまし

たが，貴重な労働力を簡単には手放す訳があり

ません。そこで神様は，ナイル川の水を血に変

えたり，蛙，ぶよ，あぶ，疫病などの 10 の災い

をくだされたのです。 

 10 番目の災いが，ファラオがイスラエルの

人々に出エジプトを許す決定打となりました。 

 それは，神様がエジプトの国を巡り，国中の

初子を撃たれ殺すことでした。しかし，イスラ

エルの人々が小羊を屠り，その血を家の入り口

の 2 本の柱と鴨居に塗ると，神様は過ぎ越され

ると言われたのです。（過越しの祭りの起源） 

 バプテスマのヨハネがイエス様を見た時，

「見よ，世の罪を取り除く神の小羊だ。」と言っ

たこと，イエス様が私たちの罪を赦すために十

字架にかかられ，血を流されたことが浮かんで

きます。 

 いよいよ，エジプト脱出です。 
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 主がアブラムに言われた，「あなたの子孫は

異邦の国で寄留者となり，400 年の間奴隷とし

て仕え，苦しめられるであろう。しかしわたし

は，彼らが奴隷として仕えるその国民を裁く。

その後，彼らは多くの財産を携えて脱出するで

あろう。」と創世記 15 章 13‐14 節に記されて

いることが成就したのでした。 

 その後も，神様は多くの奇跡をなさりイスラ

エルの人々をお救いになりました。しかし，

人々はことあるごとに，「我々をエジプトから

連れ出したのは，荒れ野で死なせるためか」と

不平たらたらでした。 

 心変わりしたファラオの軍勢が迫ってきた

時，海を 2 つに分けて救い，マナやうずらで養

われ，喉が渇いた時には岩から水を出して渇き

を癒されました。それほどの恵みを受けても，

十戒が与えられても，金で雄牛の鋳造を造って

拝みました。 

 私は若い時から，どんな奇跡であっても 1 度

でも見たら神様を信じて，改めて人間の身勝手

さ，頑なさを感じました。 

イエス様が，「あなたはペトロ。わたしはこ

の岩の上にわたしの教会を建てる。」とおっし

ゃいました。また，ペトロも，「あなたのため

なら命を捨てます」とイエス様に告白しまし

た。そのペトロでさえ，いざ自分の身に危険

が及びそうになると，鶏がなく前に３度もイ

エス様を知らないと言って裏切りました。 

今私は，クリスチャンとして生かされていま

すが，命に係わるような大きな試練に合った時，

信仰によって平安でいられるか心配です。 

神様は，イスラエルの人々に先立って進まれ，

昼は雲の柱で導き，夜は火の柱で照らされたの

で人々は進むことができました。 

これからも，昼も夜も，いつでも守り導いて

くださる神様を信じて進みたいと思います。 
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「コロナと私」 

園田 洋子 

初めてコロナウィルスのことを知ったのは

去年の 1 月でした。中国の武漢が発生源でした

が、10 年前の SARDS と同じように、急拡散し

ても、いつの間にか収まるだろうと高をくくっ

ておりました。ところが、あっという間に世界

中に広がり、娘たちの住むイギリスでもロック

ダウンが行われ、日本でも緊急事態宣言が

何度も発令されるようになり、私の生活も

一変しました。 

 以前は毎年イギリスの次女のところに行き、

3 人の孫たちの成長を共に楽しんでいましたが、

あれ以来一度も飛行機には乗っていません。そ

れどころか電車もバスも怖くて乗れなくなっ

てしまいました。お友達と美味しいものをいた

だいて、何時間もおしゃべりをする楽しみもな

くなりました。フィットネスクラブで泳いだり、

ヨガで汗をかいたりすることもできなくなり

ました。 

でも、このままコロナに負

けるわけにはいかない、こう

いう時だからこそできるこ

とを探して見ようと考えました。そしてまず始

めたのが「主人と毎日１万歩」です。主人も何

かと忙しい人なので、それまでは偶に一緒に散

歩しても、毎日という訳には行きませんでした。

でもコロナのお陰で、毎日毎日一緒に散歩する

ようになりました。家の近くにはいろいろ緑深

い場所があります。神代植物公園、深大寺、野

川公園、武蔵野公園、多摩墓地などなど。我が

家の周りの街並みも全て歩きました。きれいに

丹精されているお庭も沢山見つけました。あま

り近づかないように気を付けながらも。「よく

お手入れされていますね」などと声を掛けると、

嬉しそうに「ありがとうございます」

と答えてくださいます。三鷹周辺に

は実に多種多様の野鳥が住んでいる

ことも発見でした。野鳥達はいつも

同じ鳴き声をするのではなく、友達を呼ぶ声、

危険を知らせる声などいろいろに鳴き分けて

いるのも分かるようになりました。

口笛の上手な主人が呼びかけます

と鳥達も返事をしてくれるのです。 

もう一つコロナのお陰でよいことがありま

した。私はインフルエンザに弱く、毎年同居し

ている長女の孫達からうつされていたのです

が、人と会わず、マスクをつけ、手洗い、嗽、

アルコール消毒を欠かさず生活しているので、

去年の冬も今年の冬もインフルエンザどころ

か風邪も引いていません。 

コロナは本当に厄介ですが、このようにコロ

ナだからこそ与えられた恵みにも感謝して、毎

日楽しく生きていこうと思っています。 

近くの神代植物公園で撮った薔薇の写真   

  

ああああああああああああああ 
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「30 年来のご縁とお導き」 

森 敬子 

去る 6 月 8 日は婚約記念日だった。30 年前，

金沢文庫教会で婚約式を挙げていただいた。 

その年のイースターに受洗したので「おめでた

いことが二つも続いたね。」と教会の方が声を

かけてくださった。当時の私の写真を見て、息

子が「人に歴史ありだね。」と言ったが、今より

はスマートだった。 

 

 結婚生活 30 年の間に引っ越しも多かった。

埼玉、栃木、アメリカ🇺🇸、中国🇨🇳、タイ🇹🇭に住

んだ。 

 コリント第 1 の手紙 第 13 章の愛の聖句を抜

粋してみた。 

 2 節 預言力、奥義、知識、強い信仰も愛が

ないなら無に等しい。 

 4ー7 節 愛の定義 

 愛は寛容であり、情深い。またねたむことを

しない。愛はたかぶらない、誇らない。不作法

をしない、自分の利益を求めない、いらだたな

い、恨みをいだかない。不義を喜ばないで真理

を喜ぶ。そして、すべてを忍び、すべてを信じ、

すべてを望み、すべてを耐える。 

 8 節 愛はいつまでも絶えることがない。し

かし、預言はすたれ、異言はやみ、知識はすた

れるだろう。 

 9ー12 節 私たちの知るところは一部分であ

り、預言するところも一部分にすぎない。 

全きものが来る時には、部分的なものはすたれ

る。 

 13 節 信仰と希望と愛がいつまでも存続し、

もっとも大いなるものは、愛である。 

 私たちの毎日が愛の力で移り変わっていっ

ているはずなら美しい日々だが・・・? 

 

 宣教師さん、 レスリー・ターリー先生から

キリスト教が愛の宗教であると教えられた懐

かしい昔を思い出した。 

 

 私は中学・高校を関東学院六浦で過ごした。 

白根先生、大井先生に授業でお世話になり、購

買部では梅谷道子さんにもお世話になった。 

 それから犬塚先生にはバイブルクラスでお

世話になった。 

  

母がクリスチャンであり、聖書は身近なもの

であった。また父が関東学院の教員でもあった。

その父が私の大学卒業後亡くなり、白根先生に

お世話になり、私が金沢文庫教会に来るように

なった。 

  

横須賀に亡き実母の家が残っている。遺品整

理がなかなか終わらない。私の両親と義母をキ

リスト教式で葬った。実母の葬儀の際には白根

先生が横須賀の教会にいらしてくださった。実

母の納骨にも白根先生と久保田氏がいらして

くださった。 

 金沢文庫教会には両親を知っている方がい

たり、両母親と夫と訪れた私の子育て時代を見

守ってくださった方がいて、懐かしい思い出が

ある。 

 自分が中学から大学までミッションスクー

ルで生活していたが、家庭生活、子育てで愛の

実践ができたかは疑問である。 

 

 かつて金沢文庫教会で幼児祝福式をして頂

いた息子たちのことは、今は「失敗は成功のも

と」のことわざを励みにし、もう成人してしま

ったのだから神様にお任せするしかない状態

である。 
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 30 年間、金沢文庫教会は時には週報やあかし

びとを送り続けてくれた。長いお付き合いの教

会である。森島先生ご夫妻になってからは新会

堂となり、コロナ禍にあってもスマホでメッセ

ージを聴けるようになり、遠方にいる身であっ

ても礼拝参加できたのが良かった。ギリシア語

のお話も勉強になる。森島先生ご夫妻や兄弟姉

妹の方々が金沢文庫教会のおおいなる愛の存

続の燈が絶えずにともるようご尽力なさって

いてくださっているのには感謝です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「涙！神がくれた癒し」   

                        白井 豊子

◎号泣の涙 

20 年以上前の事である。 

息子が六年生の時であった。息子の問題に

悩み、カウンセラーに相談したことがあっ

た。 

息子を育てていく上での自分の悩みを語る

ことになった。しばらく語った時、カウンセ

ラーが一言、 

「苦労なさいましたね」 

と、声をかけてくれた。 

その時、思いもかけず、号泣した。声も涙

も止まらず、とどめることができなかった。 

やっと心が静まった時 

「息子はもっと苦しかっただろうに」 

と、降ってくるようにその想いがわいてき

た。 

辛かった事も涙で浄化され、心が解放され

たのだ。その時光が飛びこんで来て、他者へ

の痛みにも触れることができたのだ。 

 

◎静かな涙 

つい最近のでき事である。静かな涙をなが

したことがあった。 

涙！他者の悲しみの話を聞いた時、自然に

落ちてくるものだ。 

身内の思いがけない死に出あった方の話を

たて続けに三度も聞いた日があった。 



10 

 

母の死、お産による妹の死を、ある方から

聞いた。その一時間後、親よりも先に旅立っ

た娘さんの死の話を聞いた。気丈にふるまわ

れているお母さんからの話であった。思わず

涙がこぼれた。 

 

 

 

 

涙は言葉にならない真の想いを伝えるもの

であり、人との絆をつくったり、人に癒しを

与えたりするものだ。 

 

涙は神様がくれた贈り物だ。 

 

 

 

 

 

 

 

「今度はあなたが」 ルカによる福音書 22 章 32 節 

                                    山田 三千江 

高校生の時、バイブルクラスに行って、この

み言葉「しかし、わたしはあなたのために、信

仰が無くならないように祈った。だから、あな

たは立ち直ったら、兄弟たちを力づけてやりな

さい。」を教えて頂きました。そしてこの言葉が

私の心に鮮明に蘇ってきたのが、何十年もたっ

た後の東日本大震災の時でした。ちょうどその

時、私の家族はみんな家にいて、2 階の礼拝堂

では合唱のグループが練習をしていました。夫

が「津波が来る！すぐ逃げるように！」と 2 階

の皆さんを誘導しました。時間が早かったので、

皆さんは乗ってきた車に便乗してお帰りにな

りました。2 人だけ残ってしまったので、私の

車で送っていくことにしました。それと同時に

主人と娘は大事な物を車に積んで、少し離れた

地区会堂に避難することにして、私たちはそこ

で待ち合わせしました。私の車の中では、一人

の方は「もう世の終わりだわ！こんなことがお

こるなんて神様なんていない！」と叫んでいま

した。走っている途中にも、地震があり、家の

窓ガラスがガチャガチ

ャと割れて落ちるのが

見えたり、車が大ゆれす

る時もありました。主人

と娘に落ち合った時は、

「まだ、生きてる。世の

終わりではなかった。」と思いました。津波から

は安全な地区会堂に避難し、幼稚園の園舎で、

家に帰れなくなった先生方、お迎えが来ない園

児、避難所で過ごすことがむずかしい障害のあ

る園児の家族など 20 数名で避難生活をしまし

た。この方々は少しずつ日ごとに減っていきま

した。バプテスト同盟の先遣隊が、教会の被災

状況を聞きに来てくださいました。それから、

ボランティアに様々な方々が来て下さいまし

た。私はボランティアに来て下さった方々を見

て、今度は自分がボランティアをしたいと思い

ました。ボランティアの皆さんによって励まさ
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れ、震災は確かに大きな悲しみだけれども、多

くのあたたかいこころが目の前にあると思っ

たからです。地震の時、私は車の中で「もう神

様もいない！世の終わりだ！」という声を聞き

ましたが、神様は生きて働かれ、今ここにい

る！と私は思わずにはいられませんでした。そ

れで、仮設住宅の集会所でお茶の会を毎週する

ことになり、被災者の皆さんと共に過ごす時間

を頂きました。 

7 年たったある時、仮設住宅のお茶の会に来

ていた方に偶然スーパーで出会いました。「生

活も落ち着いたから、今度は私が地域の皆さん

のために何かしたい。」とおっしゃるのです。そ

の女性は「子どものたちのために、こども食堂

をしたいの。」と私に話しました。数日後また、

違う方とスーパーで出会い、「子どもたちに、絵

本を読んであげたい。」とおっしゃるのです。私

は、お茶の会で、彼女たちから涙の被災体験を

聞いていたので、びっくりしました。そして、

にこにこと私に話す彼女たちの言葉が迫って

きました。「今度は私も、たくさんの励ましを下

さった神様のために働こう。そしてたくさんの

励ましを下さった方々にありがとうを伝えよ

う。」と思いました。神様はこのことを受け止め

て下さり、私は神学校に導かれました。それか

ら、宮城から神学校に通う生活が始まりました。

しかし、6 月主人は突然天国に旅立ちました。

私は現実を受け取ることができませんでした。 

どうしていいかわからなくなる時、不思議と

震災からボランティアで知り合ったクリスチ

ャンたちが、順に電話をかけてくれたり、メー

ルを送ってくれたり、こういうことが何度もあ

りました。 

神様は夫が亡くなる前から、私がくじけな

いように、信仰を失わないように、特に震災

の後、たくさんのクリスチャンに出会わせて

下さっていたことを、知りました。すべてを

ご存じである神様は信仰がなくならないよう

に、先に準備をなさっていました。これから

も、神様の愛の中で、神様の示されるよう

に、歩んでいきたいと思っています。                     

（証し：2021 年 5 月 30 日礼拝での証し） 

 

 

 

 

 

 

 

夫山田崇浩画：2011 年東日本大震災直後の本町会堂からの風景 

左下見えるのは廃棄電化製品のゴミの山 
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     「ギリシャ語の学びとミャンマー人神学生との出会い」 

                               石川 万奈美 

 

私は昨年、神学校でギリシャ語の授業を聴講

しました。新型コロナの影響で授業開始は 2 ヶ

月遅れのスタートとなりましたが、私は初回出

席した後に体調不良で前期講義を欠席する事

になってしまいました。不安の中、担当の森島

惠先生に、遅れをとらないようにサポートして

いただきながら、後期授業より本格的に勉強を

はじめました。そして、ギリシャ語を学ぶ楽し

みを知った私は、再び今年度も一からやり直す

つもりでギリシャ語クラスを聴講することに

しました。 

 初年度、最初にテキストを見た時に全くわか

らない！難しすぎる！とんでも無いことにチ

ャレンジしてしまったのでは、と不安になりま

した。外国語で言うと英語仕様に慣れてしまっ

ている私は困惑することばかりでしたが、調べ

てみると新約聖書の中で使用されている文字

は 24 文字でした。数学授業で目にしたα、β、

γ、Σ、ω、などが出て来たのは大変な驚きで

した。 

今、私達はこのギリシャ語聖書を日本語訳し

た聖書を読んでいますが、これらの翻訳は翻訳

者の解釈が含まれており、読む私たちには原典

の深い情景まで汲み取る事は出来ないことが

分かりました。確かに日本語訳で、あっさりと

書かれているものが原典では何と味わい深い

内容に変わることか、と感動しました。これに

ついてすべて書き出すことは、ここでは出来な

いのですが、唯一この箇所をご紹介します。 

〈カタフィレオー〉と言う言葉です。有名な放

蕩息子の例え話です。 

ルカ 15：20 には日本語訳で「走り寄って彼を

抱きくちづけした」と書かれています。然し、

語の原形＜カタ＋フィレオー＞は、もう、愛し

くて愛しくて仕方なく＜何度も何度も繰り返

し口づけした＞となります。息子が帰ってくる

のを毎日毎日外に立って待っていた父親の姿

は、さらりと書かれた日本語訳からは浮かんで

こない情景です。語尾変化や、一つの単語でそ

の時の様子が詳細にわかるのです。 

コイネーギリシャ語は何と合理的で素晴ら

しい表現力をもっているのかと思わずにはい

られません。聖書の原典を忠実に読む喜びと楽

しさはここにあるのではないかと思います。 

このギリシャ語の講義には、昨年も今年もミ

ャンマーからの神学生が数人います。この神学

生達はとても熱心です。ミャンマーから来てテ

キストの中の日本語でさえ難しいのに、日本語

をクリアして、そして、聖書のギリシャ語を勉

強していくのです。神様が真ん中に立ってくだ

さり導いてくださる授業を誰よりも感謝して

向きあっています。そして、今のミャンマーの

情勢を日本に伝え、母国ミャンマーを想起し、

一日も早いミャンマーの少数民族の平和を祈

っておられます。日本にいると、勿論様々な困

難災難がありその悲しみや苦しみは計りしれ

ません。日本人である私は、平和の有り難さを

当たり前として生活し、今日も明日も明後日も、

そういう日はこないとなぜか確信しています。

変わることがないと。 

しかし、少し離れたミャンマーの国では、毎

日が「変動」なのです。少数民族の人たちは寝

る所も食べるものもなく、子ども達は学ぶこと

さえ出来ずに、山の間の木の陰などで泥にまみ
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れて寝ています。また、死と背中合わせなので

す。どれほど恐怖の日々でしょう。 

日本の報道では、さも最近の出来事のように

テレビ等で流れます。然し、違うのです。もう、

70 年以上も前から人々は闘い、苦しんでいるの

です。そして、発表されている被害に遭った

人々の人数は実際と大きく違っていることを、

ミャンマー人神学生から知らされます。センサ

ン神学生から「ミャンマーが平和ならば、人様

の国に来る事は無かった。」こう聞いた時は心

を刺された気持ちになりました。ミャンマー人

神学生は、命がけの福音宣教を目の当たりにし

て、「主はいつも共におられる」と信じ、生きる

力を与えられています。今、日本にいる同朋ミ

ャンマー人のために献身の決意を与えられ、聖

書の学びを非常に熱心に取り組んでおられま

す。私はこのミャンマー人神学生達から授業の

合間に沢山の信仰の証と力をもらっています。 

そして平和慣れした自分を戒めて、聖書を読

み、祈り、賛美を大切にして「主はいつも共に

いてくださる」ことを心に常に置き、神様に、

ミャンマーの人々、そして世界の人々を顧みて

下さいと祈り、又、少しでもお役に立てるよう

になりたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
神学校図書室 
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「約束の力」  使徒言行録 1：３－8 

エルセンサン (ミャンマー人神学生) 

  

復活の主イエス・キリストは四十日にわたって使徒たちに現れ、

神の国について話をされました。その時に話された、神から約束さ

れた『約束の力』についてお話しを致します。神様が私たち人類の

救いため、御子主イエスを地上に送って、私たち救いのために苦し

みを受けて十字架にかかられ、復活されました。神様は御子主イエ

スによって『聖霊が降ると、あなたがたは力を受ける。』と約束され

ました。 

 使徒言行録 1：8 「あなたがたの上に聖霊が降ると、あなたがたは力を受ける。そして、エルサ

レムばかりでなく、ユダヤとサマリアの全土で、また、地の果てに至るまで、わたしの証人となる。」 

  

ここには神様の『約束の力』つまり、『聖霊の

力』『主イエス・キリストを死からよみがえらせ

た聖霊』は、『地の果てに至るまで、神様の証人

となる。』ためにと、明確に書かれています。新

約聖書には、旧約聖書で神様から与えられた

『約束の力』がペンテコステの日に降されたと

記されています。ヨエル書 ３：１－2 

「その後、わたしはすべての人にわが霊を注ぐ。

あなたたちの息子や娘は預言し、 

老人は夢を見、若者は幻を見る。」 

この聖書箇所を読むと、険しい道より、花の

咲いている道の光景が見えるようになりま

す。 

 

しかし、ヘブライ人への手紙 では、当時の

信徒たちの険しい生涯が、はっきりと読み取

れます。１１：３６―３９「また、他の人た

ちはあざけられ、鞭打たれ、鎖につながれ、

投獄されるという目に遭いました。彼らは石

で打ち殺され、のこぎりで引かれ、剣で切り

殺され、羊の皮や山羊の皮を着て放浪し、暮

らしに事欠き、苦しめられ、虐待され、荒れ

野、山、岩穴、地の割れ目をさまよい歩きま

した。世は彼らにふさわしくなかったので

す。ところで、この人たちはすべて、その信

仰のゆえに神に認められながらも、約束され

たものを手に入れませんでした。」 

 

 主イエスの弟子たちも殉教しました。ロー

マ帝国の帝政後期、皇帝崇拝のもとで、キリ

スト教徒への弾圧が強まり、それは３１３年

まで続きました。キリスト教徒が拷問にかけ

られ、鉄の椅子で焼き焦がされ、雄牛に角で

突き上げられ、飢えたライオンに投げ与えら

れたなど、、、。  ほかにも沢山あり、歴史が語

っています。私たちの口では言えないことが

世界中で、権力者によって今も行われている

のです。私が選んだ、このヘブライ人への手

紙１１：３６－３９の箇所を皆さんは、ご存

じでしょうけれど、あまりなじみがないかも

しれません。私にとっては命の言葉です。自

分の母国ではない日本で生きる私にとって

は、とても励まされ、支えられている箇所な

のです。 

                                     

 人間の歴史には勇士達、殉教者たちが多く

います。神を恐れ、神を愛し、神の御心に従

って生きると言うのは、人間の力では不可能

に近いと私は思っています。旧約聖書時代の

預言者たちも、また、新約聖書の初代教会時
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代の信徒たちも、確実に約束された神の力、

聖霊の力、主イエス・キリストを死からよみ

がえらされた力で、、、、、生かされているか

ら、神様の証人となって、今もなお闘い続け

ていることが明らかなのです。 

 

 つい最近、ミャンマー国軍から空爆されてい

ったカレン族が、行き先もわからないまま逃げ

る途中、山中での礼拝している姿を動画で見ま

した。これはカレン語で、私も分かりません。

でも理解できる言葉を越えている意味があり

ます。どんな悲しみにも、どんな苦しみにも、

耐えられる力『約束の力』を神様が与えてくだ

さることを思い出したら、十字架の救いの恵み

を日々感謝しないではいられないのです。この

ような礼拝の姿が、７０年以上内戦が続くミャ

ンマーのイエス・キリストを信仰する人がいる

村の人々の日々の光景なのです。言葉で説明す

るより画像があって、良かったと思いました。

貧しさの上に残酷な状態が重なり、その運命を、

その状況を変えることができないのです。そし

て過酷な状況が今もなお続いています。いつか

は必ず変わると思いますが、その残酷な状態の

中でも礼拝が捧げられ、御言葉が届けられ、賛

美があり、祈りが続けられているのです。これ

は神様の目がとどまるところです。しかし私に

とっては残酷な光景でもあり、美しい光景でも

あります。まるで３００年以上、迫害されて荒

野をさまよい、山、洞穴、地の穴で、信仰を守

って生きていた初代教会の信徒たちと似てい

るようにも感じます。 

 

 今の民主化デモの騒ぎで、今まであったこと

のない程の犠牲になっているのは、結局少数民

族たちの所です。それは避けられないことかも

しれないですが、そういうところで命を落され

た人たちの人数は、世界に発表されている犠牲

者８００人以上には、数えられていません。毎

日、空爆を受けて亡くなった人びと、内戦に巻

き込まれて死亡した人びと、人間の盾にされて

亡くなった人びと、国軍の死亡者たちの人数が、

これには含まれていません。 

 戦後から、内戦中のキリスト教信仰で育って

きた私たち多くの者は、ミャンマーから世界中

に散らされています。もしミャンマーが平和の

国 で あ れ

ば、私も日

本に定住し

ていなかっ

た で し ょ

う。アメリ

カにもヨー

ロッパにも教会があり、人がいないところでミ

ャンマーから来たいろんな民族たちの集まり

が行われています。人様の国で生活すると、頼

りとなるのは真の神様だけです。教会に集まっ

て、神様に礼拝を捧げるときだけが心が静まり、

安らかになる時です。 

 

皆さんは今のミャンマーの民主化のデモ、こ

れを許さない国軍の行為などに目線が向いて

いますが、これはつい最近起きた騒ぎではあり

ません。それでもずっと、ひどい迫害中にも命

がけの福音伝道が続いています。そして、主イ

エスを救い主と信じる人々の数がだんだんと

増えています。軍事政府、しかもこのミャンマ

ーの国民８９％、９０％くらいは仏教徒です。

敬虔な仏教徒が多いのです。政治的に見ても、

宗教的に見ても、ミャンマーで福音伝道するの

は非常に大変なことです。しかし、ミャンマー

での宣教に目を向けてみたら、内戦と貧困の中

でも神様の『約束の力』が働いてくださってい

ることが見えるはずです。 

                                      

 私は２０１９年３月、神学校の夏休みの時に

３週間ミャンマーへ帰りました。そこで『私は、
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１０年ほど前は敬虔な仏教徒でした、今は、十

字架にかけられ復活された主イエス・キリスト

の福音を携えて、村々を回って伝え続けていま

す。』と証しされたミャンマー人の年配の伝道

者と会いました。話し方で彼は、敬虔な仏教徒

であったのだと分かります。私は、嬉しくて主

を賛美しました。私の妹もミャンマーに帰って

行った時は、仏教徒のシャン民族に福音伝道し

ている所で、お手伝いをしています。マタイに

よる福音書に「わたしは世の終わりまで、いつ

もあなたがたと共にいる。」と、主が約束をされ

ました。その約束のとおり、ミャンマーでの内

戦、あるいは戦火戦乱中「主は、いつも共にい

る。」のは確実に明らかです。 

 

 それで、世界が「東南アジア最後のフロンテ

ィア」と言われる国、かわいそうな国だという

一言で判断するのは不十分だと思います。霊的

な目でミャンマーを観察して見てください。十

字架にかけられ、復活された主イエス・キリス

トの福音の栄光が見られます。私は日本バプテ

スト神学校に入り、神学校の先生方の歩み、関

東学院教会の実習、そして今年は大師新生教会

で実習させていただいています。十字架の死を

超えて、今も聖霊の力『約束の力』が働いてお

られることを神学生として証しさせていただ

いています。 

  

 讃美歌２１の４６９番は、ドイツのナチズム

に抵抗し、１９４５年に戦争が終わる前まで強

制収容所に入れられ、３９才で、その命を奪わ

れたディートリッヒ・ボンヘッファー牧師がつ

くった詩です。収容所の中で書いた日記を元に

作られた詩です。ボンヘッファー牧師の信仰を

たどりながら賛美したいと思います。彼も、神

様の『約束の力』に支えられて、主イエス様の

証人となって、生きた人だと思います。 

 私は、主イエスのように生きる力こそが、神

様から与えられた『約束の力』だと思います。

神様は、その『約束の力』を、今の私たち一人

一人にも与えて下さって、今ここに生かされて

いると信じています。（２０２１年６月１６日） 

（日本語協力 石川 万奈美） 

 

讃美歌２１ ４６９ 

１ 善き力に われかこまれ、      

  守りなぐさめられて、             

  世の悩み 共にわかち、         

  新しい日を望もう。 

 

２ 過ぎた日々の 悩み重く       

  なお、のしかかるときも、          

さわぎ立つ 心しずめ、 

みむねにしたがいゆく 

 

 

3 たとい主から 差し出される     

杯は苦くても、 

  恐れず、感謝をこめて、 

  愛する手から受けよう。 

 

４ 輝かせよ、主のともし火、 

  われらの闇の中に。 

  望みを主の手にゆだね、 

  来るべき朝を待とう。 

 

 

 

 

５ 善き力に守られつつ、 

  来たるべき時を待とう。 

夜も朝もいつも神は 

  われらと共にいます。 
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「ミャンマーの神学生」   

                            島田 正敏 

 

ミャンマーでは、今年の 2 月に国軍によるク

ーデターが起きました。アウンサンスーチー氏

は、軟禁状態になり、国軍により多くの国民が

殺されました。今も不安定な情勢が続いていま

す。 

 私たちは、２０１３年、タイ北部のチェンラ

イの国境からミャンマーに入国しました。タイ

のカレンバプテスト同盟の牧師先生に案内し

ていただきました。タイの国境の町は、にぎや

かで音楽が流れていました。小さな橋を渡って

ミャンマーに入国しました。すると今までの喧

騒がまったくなくなりました。静かな国境の町

です。電線はあるのですが、電気が来ていませ

ん。停電していました。私たちは車で国境を超

えたのですが、ミャンマーに入国すると道路が

穴だらけでした。まったく補修されていません

でした。静かで貧しい国という印象でした。 

チェントンという町に向かうと数キロごと

に検問所があります。そこで毎回お金を徴収さ

れます。山道を走りましたが、人々は山の頂上

まで野菜を植えていました。たまに日本の最新

の車に出会うことがあり驚きました。牧師先生

の話では、「日本製の高級車に乗っているのは、

軍の幹部かマフィアの幹部です。」とのことで

した。マフィアはケシの栽培や覚せい剤の販売

で巨額の利益を得ているそうです。 

私たちはチェントンの神学校を訪問しまし

た。教会と男子寮、女子寮がありました。建物

は古く、補修した形跡がありません。傾いてい

る危険な建物もありました。ミャンマーは仏教

国ですが、1810 年代にアメリカバプテストの牧

師によって宣教活動が行われました。その時に

多くの神学校が設立されたそうです。その後ア

メリカからの支援はほとんどなくなったよう

です。神学校では 20 名ほどの学生が学んでい

ました。半数が女性でした。壊れそうな神学校

で意欲的に聖書を学んでいました。寮も古くて

補修されていないので倒壊が心配になるほど

でした。ミャンマーの神学校で学んだ牧師先生

は、タイ北部で宣教活動をしたので、チェンラ

イ、チェンマイには多くの教会が建てられまし

た。タイにある難民キャンプの中にもバプテス

トの神学校があります。 

ミャンマーが民主的で安定した国になるよ

うに祈ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

     

女子寮の前

で 

チェントン村の子供たち 

女子神学生 
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「コロナ禍まん延中に学ぶ」  

                            犬塚 志朗 

 

論語，孔子の言葉（意訳）によると「15 にし

て学を志す、30 にして立つ（自立行動し）、40

にして惑わず（変な拘りをもたず）、50 にして

天命（与えられた使命）を知り、60 にして耳に

順（したが）う（素直に人の意見を訊くように

なり）、70 にして人の道をはずさなくなる」と

のことです。 

 悲しいかな 78 歳を迎えた私は未だに焦りを

感じ、狼狽え、躓くことが多々あります。本来

ならば信仰心篤く、残りの生涯を、神様にお任

せしますと祈り、落ちついた人生を過ごすべき

年齢なのに… 残念です。 

 焦りと狼狽えを少しでも和らげるために慰 

             

神学校の先生方と私たち 

チェントン村の小学校 

                      

先生方の家（給料は 1,500－3,000 円） 

バプテスト神学校（アカ族）

族） 
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めの聖句を探してみました。（聖句は口語訳聖

書で引用してあります） 

 

◎後期高齢者の人生終盤の生活…夢をみなが

ら… 

使徒行伝 2：17ｂ（予言者ヨエルのことば）

若者たちは幻を見、老人たちは夢を見る 

ヘブル書から 

11:13 これらの人はみな、信仰をいだいて死

んだ。まだ約束のものは受けていなかったが、

はるかにそれを望み見て喜び、そして、地上で

は旅人であり寄留者であることを、自ら言いあ

らわした。 

 

◎主の訓練を軽んじてはいけない……、鍛えら

れるものは平安な義の実を結ぶ 

ヘブル書 

12:2 信仰の導き手であり、またその完成者であ

るイエスを仰ぎ見つつ、走ろうではないか。彼

は、自分の前におかれている喜びのゆえに、恥

をもいとわないで十字架を忍び、神の御座の右

に座するに至ったのである。 

12:3 あなたがたは、弱り果てて意気そそうしな

いために、罪人らのこのような反抗を耐え忍ん

だかたのことを、思いみるべきである。 

12:4 あなたがたは、罪と取り組んで戦う時、ま

だ血を流すほどの抵抗をしたことがない。 

12:5 また子たちに対するように、あなたがたに

語られたこの勧めの言葉を忘れている、「わた

しの子よ、主の訓練を軽んじてはいけない。主

に責められるとき、弱り果ててはならない。12:6

主は愛する者を訓練し、受けいれるすべての子

を、むち打たれるのである」。12:7 あなたがた

は訓練として耐え忍びなさい。神はあなたがた

を、子として取り扱っておられるのである。い

ったい、父に訓練されない子があるだろうか。

12:8 だれでも受ける訓練が、あなたがたに与え

られないとすれば、それこそ、あなたがたは私

生子であって、ほんとうの子ではない。 

◎ヘブル書 12:11 すべての訓練は、当座は、喜

ばしいものとは思われず、むしろ悲しいものと

思われる。しかし後になれば、それによって鍛

えられる者に、平安な義の実を結ばせるように

なる。 

◎ロマ 5：3－5ｂそれだけではなく、患難をも

喜んでいる。なぜなら、患難は忍耐を生み出し、

忍耐は錬達を生み出し、錬達は希望を生み出す

ことを、知っているからである。そして、希望

は失望に終ることはない。 

・・・・・・・・・・・・ 

大学生時代、私の生まれ故郷、愛知県碧海郡

の『ど田舎』から遠路はるばる箱根湯本の温泉

宿までやってきての２泊３日のケズィックコ

ンベンション（超教派の教職者、信徒、宣教師

のクリスチャン修養会）に参加したことがあり

ます。誰と一緒に、どのようにして参加したの

か、ほとんど何も記憶に残っていませんけれど、

海外から神学者を招いての講演会で、覚えてい

るのは平信徒である私たちは大広間で座布団

に坐り、教職者や宣教師の方々は背後で椅子や

テーブルに坐ったり、立ったままでの参加。そ

して講壇の背後には”All One in Christ Jesus”
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「みなキリストにあって一つ」との横長の大

きな垂れ幕が目立っていました。 

テキストはヤコブ書でした。 

ヤコブ ４：1-11 

 あなたがたの中の戦いや争いは、いったい、

どこから起るのか。それはほかではない。あな

たがたの肢体の中で相戦う欲情からではない

か。 あなたがたは、むさぼるが得られない。

そこで人殺しをする。熱望するが手に入れるこ

とができない。そこで争い戦う。あなたがたは、

求めないから得られないのだ。 求めても与え

られないのは、快楽のために使おうとして、悪

い求め方をするからだ。 不貞のやからよ。世

を友とするのは、神への敵対であることを、知

らないか。おおよそ世の友となろうと思う者は、

自らを神の敵とするのである。それとも、「神

は、わたしたちの内に住まわせた霊を、ねたむ

ほどに愛しておられる」と聖書に書いてあるの

は、むなしい言葉だと思うのか。 しかし神は、

いや増しに恵みを賜う。であるから、「神は高

ぶる者をしりぞけ、へりくだる者に恵みを賜う」

とある。 そういうわけだから、神に従いなさ

い。そして、悪魔に立ちむかいなさい。そうす

れば、彼はあなたがたから逃げ去るであろう。 

神に近づきなさい。そうすれば、神はあなたが

たに近づいて下さるであろう。罪人どもよ、手

をきよめよ。二心の者どもよ、心を清くせよ。

苦しめ、悲しめ、泣け。あなたがたの笑いを悲

しみに、喜びを憂いに変えよ。主のみまえにへ

りくだれ。…… 

 

ヤコブ書はルターが、藁の様に燃やしてしま

えばよい、と言って聖書から外そうとした、「藁

の書簡」と呼ばれているとのことです。が、50

数年も経ったのに未だにこのコンベンション

での日本語通訳者の聖書朗読。この箇所を朗々

と読み上げる声が私の耳元で響いているのは

何故でしょうか？何か意味があるかもしれま

せん。わざわざ海外から神学者を講師として招

いてのこの修養会では、聖霊に満たされた雰囲

気を味わいましたが、内容で記憶に残っている

のはたったこれだけなのです。 

私は今まで神様の御祝福の下、苦労すること

なく甘い夢のような 78 年を過ごしてきた、と

思っています。ポストコロナ、アフターコロナ

の新しい世界が生まれるまで、「苦しめ、悲しめ、

泣け、･･･笑いを悲しみに、喜びを憂いに変えよ

…」これが今しばらく私の今後の生き方かも知

れません。 
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「主の山に備えあり」 

                                    創世記２２章１－１４節 

                        Ⅰコリントの信徒への手紙１０章１３節 

                                    森島 惠 牧師 

人生には「試練」として受け止めなければな

らない時があるものです。健康上の問題や経済

問題、あるいは人間関係の悩み、そして深刻な

試練、信仰そのものが試されるような試練に遭

遇しながら、紆余曲折を経て現在に至っている

私たちです。今なお苦しみの中に置かれている

方もあるかも知れません。 

２０２１年度の主題として与えられた「主の

山に備えあり」の聖句は、聖書の中でもこれほ

ど過酷な神の試みは少ないのではないかと言

われている創世記のアブラハムの物語です。読

んでいて胸が苦しくなるほどです。聖書の中で

＜信仰の父＞と呼ばれるアブラハムですから、

その人生は失敗もなく平穏無事、悩みや破綻な

ど不幸なことは皆無だろうと思われるかも知

れません。しかし決してそんなことはありませ

ん。 

 神から住み慣れた土地を出るよう命じられ

たアブラハムは、そのとき７５歳でした。彼は

住み慣れた父祖の地を離れ、行く先を知らずに

主の言葉に従って旅立ちました（創 12：4）。ア

ブラハムを＜祝福の源とする＞との神の約束

が果たされ、アブラハムとサラの夫婦に待望の

男の子イサクが誕生するまでの２５年の年月

が流れました。この時アブラハムは１００歳に

なっていました。 

 この数年後のこと、聖書には「神はアブラハ

ムを試された」とあり、『あなたの息子、あなた

の愛する独り子イサクを連れて、モリヤの地に

行きなさい。わたしが命じる山の一つに登り、

彼を焼き尽くす献げ物としてささげなさい。』

と記されています。あまりにも惨い神の命じら

れた言葉に一睡もできなかったであろうアブ

ラハムは、神に一言も問い返すことなく、次の

朝早くイサクを連れ、ろばに薪を載せて神の命

じられた山に向かいました。重い足取りの三日

の道のりを経て目的の場所が見えると、彼はイ

サクに薪を背負わせ、自分は火と刃物を持って

二人だけで山を登って行きました。途中、イサ

クが「わたしのお父さん」と呼びかけ、「燔祭用

の小羊はどこにいるのですか」と尋ねます。ア

ブラハムは「わたしの子よ、焼き尽くす献げ物

の小羊はきっと神が備えてくださる。」と答え

ています。絶望的な状況の中、それでもアブラ

ハムは神への希望を捨てず、必ず＜神は備えて

くださる＞との確信を持って愛する息子イサ

クの問いに答えたのです。この後の彼の歩みは

神信頼の決意と共に確実なものであったに違

いありません。そして確かに山には燔祭のため

の雄羊が備えられていました（同 22：1－14）。 

 信仰に生きる者にとって本当の希望は、す

でにそれは用意されているという＜摂理信仰

＞に生きることにあります。アブラハムはこ

の摂理信仰によって神が備えてくださること

を確信したのでした。パウロは「あなたがた

を襲った試練で、人間として耐えられないよ

うなものはなかったはずです。神は・・・試

練と共に、それに耐えられるよう、逃れる道

をも備えていてくださいます。」（Ⅰコリント

10：13）と書き記しています。凄まじいまで

の試練に耐え抜いたアブラハムの信仰。この

「主の山に備えあり」が私たちの教会の 2021

年度主題聖句として提案されたことは、この

信仰に立ち返るべきことを私たちに示唆して
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いると思うのです。私たちの信仰は私たち自

身がどうなるこうなるではなく、たとえ試

練・艱難に遭うことがあっても、神が一人一

人に最善の道を備えていてくださること、す

なわち「主の山に備えあり」を信じて生きる

ことです。この信仰を持つ教会の一人ひとり

として、この困難な時代の只中を共に力強く

歩んで行きましょう。                   

（説教要約 羽入田悦子） 

 

 

「では、これらのことについて何と言ったらよいだろうか。もし神が私たちのみかたであるな

らば、だれが私たちに敵対できますか。私たちすべてのために、その御子をさえ惜しまず死に渡

された方は、御子と一緒にすべてのものをわたしたちに賜らないはずがありましょうか。」 

ローマの信徒への手紙 8：31-32 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教会学校礼拝、分級（主日礼拝・トーンチャイム練習・父の日カード作成・ゲーム） 
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女性会例会 

ト－ン・チャイムクワイアー 

賛美礼拝（エルピス・バンド） 

主日礼拝 

分級（うちわの装飾） 
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＊金沢文庫キリスト教会は、礼拝を YouTube Live で配信しております 

http://kanazawabunkochurch.sun.bindcloud.jp/WORSHIP.html 

 

＊あかしびと 103 号のカラー版 

教会ホームページ機関誌選択でご覧になれます 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記（広報委員会：犬塚記）  

 本年度主題聖句「主の山に備えあり」（創世記 2：1-14）を掲げて４か月を過ごしま

した。これまで私たちの教会では、コロナ禍蔓延の中、ウィーク・デーの行事を中止

し、三密を避け、主日礼拝は少人数の出席者と You Tube 配信で守ってきました。そ

の中でこの度、「あかしびと 103 号（夏季号）」を発行することにしました。私たちの

日頃の信仰生活を皆様にご報告させていただきます。 

皆様のご支援、お祈りを感謝し、神様の豊かな祝福がありますようお祈り申し上げ

ます。在主 

 

 


